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論文要旨










type”と、転倒などで発生する“Stretching type”の 2種類に分類できる。陸上競技で発生する HSIのほと













【方法】某大学陸上競技部に所属した 1～ 3年生の男女183名を対象とし、2017年 4 月～2018年 3 月に発生
した外傷を記録した。外傷の受傷日、 種目、 性別、 受傷部位、 外傷の種類などについて記録を行った。統計














受傷脚、種目、性別、気温と HSIの発生との関連について罹患率比（Incident Rate Ratio: IRR）を算出し、
比較を行った。時期の分析ではシーズンのスケジュールを基に、4つの期（ 3 – 5 月 : early season,  6 – 8 月 : 
mid-season,  9 –11月 : late season and 12– 2 月 : off-season）に分類し、それぞれの期のその他の期に対す
る IRRを算出することで比較を行った。気温に関する分析では、気温を 6つの気温帯（very low,  < 5 ºC; 
low,  5 –9.9ºC; lower-middle, 10–14.9ºC; higher-middle, 15–19.9ºC; high, 20–24.9ºC or very high,  >25ºC）に分類
し、それぞれの気温帯のその他の気温帯に対する IRRを算出することで比較を行った。有意性の確認に
は95%CIを使用した。
【結果】1078人年あたり183件（16.98/100人年）の HSIが記録された。Early seasonにおける HSIの発生率
はその他の期に比較して有意に高く（IRR: 2.23）、mid-season（IRR: 0.64）および late season（IRR: 0.57）
における HSIの発生率はその他の期に比較して有意に低かった。男性は女性に比較して有意に HSIの発
生率が高かった（IRR: 2.80）。短距離種目（IRR: 1.99）と混成種目（IRR: 1.82）はその他の種目に比較し
て有意にHSIの発生率が高く、長距離種目（IRR: 0.03）はその他の種目に比較して有意に発生率が低かった。



































第 2 章において、陸上競技において最も頻発する外傷が HSIであることを確認した。この結果から、
HSI予防を達成することが、陸上競技の特に短距離選手における健康の維持とパフォーマンス向上に大き
な効果をもたらすと考えられる。
第 3章では、陸上競技において発生する HSIの特徴として、時期による発生頻度の違いを明らかにした。
本邦の陸上競技における HSIは、シーズンの開始に急増し、気温の高いシーズン中には減少することが
明らかとなった。このような現象には、トレーニング負荷や気温の変化などが影響を及ぼしていることが
推測された。気温の HSIの発生に対する影響については、今後のさらなる研究が必要である。
第 4章および第 5章では、先行研究の問題点を踏まえ、受傷機転、交絡因子および股関節機能との関連
という 3つの問題に着目して HSIの発生要因について検討した。これらの研究結果から、陸上競技選手
の HSIの発生に関連する要因として、既往歴に有意な関連がみられたが、その他の介入可能な要因では
有意な関連はみられなかった。本研究の結果から、介入可能な因子について明確な解は得られなかったが、
既往群と非既往群の間で、身体機能に差がみられたことを含めて考えると、既往歴の有無によって、取る
べき予防策が異なる可能性が示唆された。
第 7章　結論
本研究の結果から、陸上競技において HSIは最も頻度の高い外傷であり、その発生は短距離選手にお
いて最も多いことが示された。また、陸上競技における HSIの特徴として、時期による発生頻度の違い
が明らかとなり、シーズン初期に特に発生頻度が高いことが示された。
陸上競技における HSIの発生要因として既往歴の有無が非常に大きな影響を及ぼしており、既往歴の
影響を補正した分析では、身体機能に関わる要因で HSIの発生との有意な関連はみられなかった。
